












　CD spectra of alginate gels prepared under various methods were measured, and cor-
relation between the preparation methods and structure of the prepared gels was orga-
nized along with the knowledge in the reported studies. Ca type, Fe type and Acid type 
alginate gels were prepared in this study. Acid gels were prepared in HCL or GDL (glu-
conic acid-δ-lactone). solutions. Ca type gel showed CD spectra that is characteristic in 
alginate with G segment and GG block. In the case of gels prepared with Fe3+ aqueous 
solution, Acid gel was predominantly formed in dilute Fe3+ solution, and a gel showing a 
CD spectrum with a broad negative peak on the longer wavelength side was formed in 
concentrated Fe3+ solution. When contacting with Ca2+ ions and Fe3+ ions, the Acid gel 
showed CD spectra similar to Ca2+ type and Fe3+ type gels type gels, which indicated 
the change in network structure of Acid gel from hydrogen-bonded network structure 
to the structurally stable ion binding one.
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のポリマー内およびポリマー間水素結合によって形成する酸性ゲルをCa 2 +，Fe 3 +水溶液
に投入した場合のゲルのコンホメーションに及ぼす影響をCD測定に基づき評価した。
Fig.1 Chemical structures of alginate constituents. (1→4)-linked 





いた。マンヌロン酸 （M） とグルロン酸 （G）の組成比（M/G比）は0.47，粘度50 mPa・s






















































以下のような 特徴が報告されている（Morris et al., 1975, 1978, 1980, Dentini et al., 2006, 
2007）。
　 1 ． グルロン酸は全体に負のシグナル，マンヌロン酸はダブルバンドスペクトルを呈す
る。
　 2 ． イオンもしくは分子の存在によりアルギン酸ポリマーのコンホメーション変化を誘
発する場合には大なり小なりCDスペクトルの変化を生じる。
　 3 ． アルギン酸水溶液では，pHの上昇とともにCD値が低下し，負のピークが長波側に
シフトする。マンヌロン酸のみからなるアルギン酸のCDスペクトルはCaイオン量
の相対量に独立である。





























Fig.4 CD specter of Fe type gels prepared with dilute Fe 3 + solution and 




（Dentini et al., 2006）。GDLで作成した白濁ゲル（生成時）→粘稠な溶解ゲルのスペクト
ルは他の条件で作成したAcid gelに比べて負のピーク位置が長波長側にシフトしている。
Fe 3 +イオン水溶液中で生成したゲルについてはより長波長域でブロードな負のピークを
呈した。Fe 3 +イオンの水溶液はpH＜ 1 の水溶液であり，外観からFe 3 +とイオンコンプレッ
クスを形成していると考えられるものの水素結合性の相互作用によって形成されたネット
ワーク構造を有することが示唆される。Acid gelを作成後，引き続きCa 2 +水溶液もしくは
Fe 3 +水溶液中に投入して24時間放置後のゲルのCDスペクトルをFig.4に示す。Acid gelは
Ca 2 +水溶液中に投入すると，Ca gelのCDスペクトルを呈するようになり，すなわち，高
分子鎖のコンホメーションはCaイオンとのイオンコンプレックスにより形成されるエッ







とゲル構造の相関を整理した。Acid gelは，Ca 2 +イオンやFe 3 +イオンと接触するとCa型
gelやFe型gelと類似のCDスペクトルを示すようになり，水素結合したネットワーク構造
を形成したAcid gelからCa型gelやFe型gelのコンホメーションが優位に形成されることが
示された。Fe 3 +イオン水溶液中で調整したゲルでは，Fe 3 +イオン濃度が小さい条件では
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